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●p.1 図1.1 

 右のように修正 

 

●p.4 図1.6 

（誤）グレセロール 

（正）グリセロール 

 

●p.8 図1.16 中央青字 

 （誤）ヌクレオシド 

（正）ヌクレオチド 

 

●p.15 図2.3 

 （誤）コネクチン 

 （正）コネクソン 

 

●p.16  左段 19行目 

（誤）コネクチン 

（正）コネクソン（コネキシンのホモ 6量体） 

 

●p.31 図3.7 

 「2×クエン酸(C6)」と「2×ケトグルタル酸(C5)」の反応間の「4H+＋4ｅ-」の下の矢印を右向きでなく

左向きに 

 

●p.33 図3.10 

 （誤）クレアチリン酸 

 （正）クレアチンリン酸 

 

●p.34 図3.13 

 （誤）チラコイド内膜 

 （正）チラコイド膜 

 

 

 

●p.42 図4.8 

 （誤）（あるいは）エキソン 3，1，2の組み合わせなど 

 （正）（あるいは）エキソン「1，2」「1，3」「2，3」などの組み合わせ 

 

●p.55 図5.7 

 （誤）イオンチャネル内臓型受容体 

 （正）イオンチャネル内蔵型受容体 

 

 

●p.63 右段6行目 

 （誤）刺激伝道系 

（正）刺激伝導系 

 

●p.63 表5.3  

 （誤）横紋筋（単核あるいは 2枚） 

 （正）横紋筋（単核あるいは 2核） 

 

（誤）刺激伝道系（自動的心拍動） 

（正）刺激伝導系（自動的心拍動） 

 

●p.64 図5.21タイトル 

（誤）心臓の刺激伝道系の概略 

（正）心臓の刺激伝導系の概略 

 

●p.68 図5.28 

 （誤）デンブン 

 （正）デンプン 

 

 （誤）スタロース 

 （正）スクロース 

 

 （誤）ガフクトース 

 （正）ガラクトース 

図1.1 グリコシド結合 



 

●p.69 図5.29 左下部 

 （誤）機能血管：門脈→小葉間動脈→類洞 

 （正）機能血管：門脈→小葉間静脈→類洞 

 

●p.71 図5.34 

 右のように修正 

 

●p.72 図6.2 右端 

 （誤）多核白血球 

 （正）多形核白血球 

 

●p.73  右段下から 20行目 

（誤）刺激伝道系 

（正）刺激伝導系 

 

●p.84 左段 6行目 

 （誤）（4本の姉妹染色体からなる） 

 （正）（4本の姉妹染色分体からなる） 

 

●p.96  左段下から 5行目と 1行目 

（誤）刺激伝道系 

（正）刺激伝導系 

 

●p.108 図7.31 

 （誤）側座核 

（正）側坐核 

 

  

●p.109 図7.34 

左側 

 （誤）運動神経（椎体外路・脊髄交叉） 

 （正）運動神経（錐体外路・脊髄交叉） 

 

 右側 

（誤）運動神経（椎体路・脊髄交叉） 

 （正）運動神経（錐体路・脊髄交叉） 

 

 

●p.120 図8.20 

 右のように修正 

 

●p.132 表9.2 

 （誤）再興感染症と考えられている感染の一覧 

 （正）再興感染症と考えられている感染症の一覧 

 

●p.137  右段下から 4行目 

（誤）④核酸代謝異 

（正）④核酸代謝異常 

図8.20 遺伝子損傷による発がんメカニズム 

図5.34 オルニチン回路 


